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研究成果の概要（和文）：デジタル技術の進展により、時間・地理・組織的制約を乗り越えた新しい協働や組織
化の形態が台頭している。本研究はその一形態であるオンライン・コミュニティに着目し、メンバーのオンライ
ン上の協働がいかに組織化され、各メンバーの実務にどのように活用されているかを探求した。カナダ医療協会
のコミュニティを対象とした本研究では、メンバー間インタラクションを促進する要因として直接互酬性・一般
互酬性が主な役割を担うことを示した。また、コミュニティメンバーは直接的な問題解決から受動的・間接的な
観察学習まで、6つにおよぶ多様な形態でオンライン・コミュニティを活用していたことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：New forms of organizing that overcome time, geography, and organizational 
constraints are emerging as a result of advances in digital technology. This research focused on 
online communities, a new form of organizing, to explore how members' online interactions are 
organized and utilized in each member's practice. The study showed that direct reciprocity and 
generalized reciprocity play a major role to promote online member interactions. The study also 
found that community members utilized the online community in six forms, ranging from direct problem
 solving to passive and indirect observational learning.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は3年にまたがるコミュニティ活動記録および各メンバー情報へのアクセスを活かして、オフライン情報
をも考慮にいれたオンライン協働の持続原理について探求した。また、メンバーへのインタビュー調査という希
少なデータを活用することで、これまで見過ごされてきた「各メンバーがオンライン・コミュニティをいかにし
て活用し、オフライン業務の問題解決を遂行しているか」について帰納的な理論構築も実施した。オンラインと
オフラインの架橋を行うことで、これまでオンライン文脈に限定されていた当該研究分野を既存組織理論と接合
し、デジタル時代の新しい組織化形態の理解を深める知見創出に貢献した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 デジタル・プラットフォームやソーシャル・メディア等の ICTの発展を背景に、これまででは
実現不可能なスケールで国境や組織の壁を越えた協働が進んでいる。Wikipedia、Linux等の Open 
Source Software、Yahoo! Answer等の Q&Aサイトなど、共通の関心・仕事を共有する人々がオン
ライン上でコミュニティを形成し、知識の共有やコンテンツの共創などが頻繁に行われている。
この新しい協働は、階層が少なく流動性の高いメンバー構成、金銭的動機ではなく内発的動機を
核とした自発的参加、メンバー間の参加・貢献度合いの極端な偏り、権威によらない水平的かつ
ボトムアップな運営など、既存の組織の枠組みと大きく異なる形態である点が注目を集めてき
た(Faraj et al., 2011)。同時に、このオンライン・コミュニティをいかに企業や政府等のイノベー
ション・プロセスに組み入れるかといった視点の研究も盛んに行われてきた(Harhoff & Lakhani, 
2016)。 
 しかしながら、この新しい協働を持続させるメカニズムの理解は進んでおらず、大多数のオン
ライン・コミュニティは開始後に十分な参加を集められず立ち消えとなってしまう。加えて、多
くの先行研究は匿名メンバー達のオンライン上のやりとりのみに依拠した分析を行い、その背
後にある協働を大きく規定するオフラインの情報（例：性別、職種）を組み入れることができて
いない。その結果、オンライン協働の（オフライン）実務へのインパクトは未だ十分な理解が進
んでおらず、既存の組織理論から離れてオンラインの限定的文脈のみで研究が行われてきた。そ
こで本研究では、メンバーのオフライン情報を考慮に入れた上で、オンライン協働がどのように
持続的に組織化されているか、およびオンライン協働がメンバーの実務（オフライン業務での問
題解決）にどういった影響を与えているかを明らかにする。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究はカナダの医療協会を研究対象とし、オンライン・コミュニティの組織化原理およびそ
のオフライン実務へのインパクトを分析することで、デジタル時代の協働を理解するための理
論の創出および実務者に対するコミュニティ運営の指針提供を目的とする。高度な専門性を有
する実務者集団のオンライン／オフライン両面での業務コミュニケーションにアクセスできる
ことは、本研究課題を探求する上で大きなアドバンテージとなる。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究ではカナダの医療協会が開設したオンライン・コミュニティを対象に、大きく分けて以
下 2 つのトピックについて、それぞれ定量的分析および定性的分析アプローチを用いて研究を
行った。 
 
研究 1: オンライン協働がどのようなメカニズムで持続的に組織化されているか 
 当該医療協会と連携し、コミュニティ発足時（2016年）から 2019年までの全オンライン・コ
ミュニケーション・データ（誰がいつ何を発言したか約 2,000件）およびメンバー約 470名の属
性情報を取得。これを元に、独自のデータセットを構築（誰と誰が協働したかのネットワーク・
データ構築）。先端的なネットワーク分析手法  Stochastic Actor-Oriented Model を用いて、
Homophily（性別・地域・職種等の類似性）と Structural mechanisms（直接互酬性・一般互酬性等
の影響関係）がどの程度オンライン協働を規定するメカニズムとして働いているかを分析。メン
バー間協働を規定する主要な 2 要因である Homophily（個人属性の類似性）と Structural 
mechanisms（他者との交流による影響）を切り分けて実証・推定することは、これまで非常に難
しい課題であった(Lazer et al., 2009)。本研究では SAOMをベースにしたシミュレーション・モデ
ルを構築することで、2要因を切り分けかつ同時に変数として考慮したモデルの推定を可能とし、
オンライン・コミュニティ上の協働メカニズム解明に貢献する。 
 
研究 2: オンライン協働がオフライン業務の問題解決にどのような影響を与えているか 
 オンライン協働の実務への影響を理解するため、医療協会メンバーおよび経営陣に対して広
範なインタビュー調査を実施。オンライン協働からどのようなタイプの知識を得て、各自のオフ
ライン業務の問題解決にどう役立ったかについて、インタビュー対象者の日々の実践の観点か
ら理解する。取得したインタビューデータを元に Grounded Theory Approachを用いた定性分析を
実施し、オンライン協働のオフライン実務における問題解決への影響に関する共通パターンを
帰納的に導出する。 
 
 
 
４．研究成果 



研究 1: オンライン協働がどのようなメカニズムで持続的に組織化されているか 
 カナダの医療協会が立ち上げたオンライン・コミュニティ上のメンバー間インタラクション
メカニズムに関する分析を実施した。具体的には、Structural mechanismsとして直接互酬性・一
般互酬性・優先的選択、Homophily effectsとして性別・職種・所属地域の類似性、個人属性とし
てオンライン上の役職有無・オフラインでのコミュニティ活動有無についてモデル化し（図 1）、
Stochastic Actor-Oriented Modelを用いた分析を実施した。 

図 1: リサーチ・モデル 
 
 分析結果は表 1の通りである。当該オンライン・コミュニティにおいては直接互酬性・一般互
酬性がメンバー間インタラクションを促進する中心的なメカニズムとして機能していた一方、
メンバー間の類似性はインタラクション相手選択の主要因とはなっていないことが示された。
本研究は、これまでに明らかにされていなかったオンライン・コミュニティ上の Homophily と
Structural mechanismsの実態について、先駆的発見を示すことに貢献した。 
 
 
表 1: Stochastic Actor-Oriented Model分析結果 

研究 2: オンライン協働がオフライン業務の問題解決にどのような影響を与えているか 

Online Member 
Interactions

Direct Reciprocity

Generalized Reciprocity

Preferential Attachment

Structural Mechanisms

Gender Similarity

Occupational Similarity

Location Similarity

Homophily Effects

Formal Online Role

Offline Community Activity

Individual Characteristics

Effects Model 1 Model 2 Model 3
Rate period 1 18.45 18.96 31.12

(6.62) (4.71) (7.29)
Rate period 2 5.64 5.96 6.79

(1.50) (1.59) (1.52)

Structural effects

Outdegree (density) -8.15*** -7.98*** -8.40***

(0.21) (0.23) (0.26)

Direct reciprocity 6.76*** 6.69*** 5.43***

(0.46) (0.47) (0.43)
Generalized reciprocity 0.29* 0.31** 0.33***

(0.13) (0.12) (0.06)
Preferential Attachment 0.11 0.11 0.06

(0.07) (0.07) (0.04)

Homophily effects

Gender similarity -0.34 -0.04
(0.21) (0.21)

Location similarity -0.37 -0.25
(0.31) (0.32)

Occupational similarity -0.22 0.21
(0.26) (0.26)

Individual character istics

Formal online role 2.05***

(0.29)

Offline community activity 1.22***

(0.35)

Overall maximum convergence ratio 0.16 0.18 0.18

Standard errors in parentheses

* p < 0.05; ** p < 0.01; *** p < 0.001



 当該協会のメンバーがどのようにオンライン・コミュニティを活用し、得た知見を実務に活か
しているかを検討するために、参加メンバーへのインタビュー調査を Grounded Theory Approach
を用いて分析した。 
 図 2 は定性データ分析結果のサマリーである。メンバーは大きく分けて 6 種類の knowing 
practice を実践し、オンライン・コミュニティを自身の実務へと活用していた。それらは直接的
な問題解決（特定の実務上の課題について他者から助言を得ること）から、受動的に他者の会話
を観察することで生まれる間接的学習まで、メンバーのタイプやニーズにより幅広く存在する
ことが示された。 
 本研究は、これまで研究が不十分であったオンライン・コミュニティ上の活動と各メンバーの
実際の業務との関係性（どのようにオンラインで得た知識を実務に活かしているか）について、
フィールドの実態に基づいた知見を導出した。 
 

図 2: 定性データ分析結果 
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